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へき地小規模校における学力向上
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1は じめに

「学年上がるほど学力差～大島地区13調 査で県

平均以下」これは鹿児島県が独自に実施している

「基礎 ・基本」定着度調査の結果を載せた地方新

聞の見出しである。

例年、全国学力 ・学習状況調査や県の 「基礎 ・

基本」定着度調査の結果が出ると、大島地区の児

童生徒の数値の低さが話題になる。

表1は 、平成24年 度から3年 間の鹿児島県公

立高校入学者選抜学力検査結果の大島地区の目安

点未満の状況を整理したものである。(表1)

目安 点 とは 、小 学校 教 材 の 内容 な どを含 む 基礎

的設 問 の合 計 で、 各教 科18点 計90点 が配 点 され

て い る。 この3年 間 に 限 って も、大 島 地 区で は総

得 点 で 受検 者 の7%～10%の 生 徒 が 目安点 を取

れ ていな い状 況 が分か る 。

大 島地 区 に は、 小 学 校 で 約60%、 中 学校 で約

80%が5学 級 以下 の 小規模 校 が あ り、そ れ らの学

校 で は少 人数 指導 が行 わ れ て いる 。一般 的 に少 人

数指 導 で は、個 々の 能 力や特 性 に配 慮 した個 別指

導 が行 いや す い と いわれ て い る。 しか し、上 の表

を見 る限 り、 大 島地 区 の少 人数 指導 は うま く{r能

して い る とは考 え に くい 。

学 校 は学 ぶ とこ ろで あ り、学 び方 を学 ばせ る と

ころで あ る。 小 ・中学校 で学 ぶ べ き こ とを しっか

り身 に付 け させて 、 高校 に進 学 させ た り社 会 に送

り出 した りす る ことは 、学校 の責 務 で ある。

大 島地 区の子 どもたち の学力 が低 いの はなぜ か。

小規 模校 、 少 人数指 導 で 学 力向上 を図 る には どの

よ うな手 立て を講 じれ ばよ いの だ ろうか 。

少 子高 齢 化が 進 む鹿 児 島県 で は、 これ か ら小 規

模校 が増 え て い く ことは 予想 に難 くな い。離 島 小

規模 校 の現 状や 教育 課 題 を明 らか に し、課題 解 決

に 向け た取 組 みの様 子 を記 録 してお く ことは将 来

に向 けて意 義 あ る ことだ と考 え る。

平 成26年3月 まで 、 筆者 は大 島 地 区 の小 規 模

校 の学校 経 営 に携 わ り、 喫緊 の課 題 で あ った学 力

向上 に取 り組 んで きた 。 これ までの 自分 の実 践 を

振 り返 る と とも に、そ こか ら見 えて き た問題 点 を

整理 し、 これか らのへ き地 小 規模 校 にお ける学 力

向上 のあ り方 につ いて述 べ て いきた い。

II児 童 ・保護 者 ・地域 の 実態

1児 童 の特徴 につ いて

着 任 当時 、T小 学校 は6学 級(5・6年 複 式

待別支 援学級1)、 児童 数50人 、職員 数12人(県

費10人 、町 費2人)の 小規 模校 で あ った。

児 童 は明 る く素 直で 元気 が あ り、 多少 の ことで

はへ こたれ な い強 さ を もって い た。 ス ポー ツ少 年

団活 動が 盛 ん で あるが 、 学習 に対 す る 関心 ・意 欲

は低 い傾 向 に あ り、諸 学 力調 査 では ここ数年 全 国

平均 よ り低 い状 況 が続 い て、 著 しく落 ち込 んで い

る学年 もあ った。(表2)

(表2)諸 学 力調 査等 の結 果



新 学 年度 が ス ター トして ひ と月 が過 ぎ、 教職 員

間 で児 童 の特徴 や 学 習 に関す る問題 点 につ い て意

見 を出 し合 い整理 して み た。

性格 的 な面

・ 明る く素直 で ある

・ 児 童 間が親 密 であ る

基 本的 学習 の しつ けにつ いて

・ 私 語 が多 く指示 が伝 わ らな い

・ 教 師 が話す とき黙 って 聞け な い

・ 最 後 まで 聞か ない で途 中で話 の腰 を折 る

・ 集 中 力が持 続 しな い

・ 公 私 の け じめ がつ かな い

・ 奇 声 を発 し、 「いや だ!」 「めん ど くさい!」

な どマイ ナ スの言 葉が 多 い

生 活習 慣 につ いて

・ 基 礎 的生活 習慣 が確 立 され て いない

・ 長 時 間 にわ た って テ レビ を視 聴す る

・ 家 庭学 習 の習慣 が 身 につい て いない

・ 忘 れ物 が多 い

固定的 な少 人数 集 団生活 による負 の側 面

・ 学 年上 下 関係や 序列 意識 が 固定化 してい る

・ 自分 で善悪 を判 断す る ことに慣れ て いな い

・ 思 慮 が浅 く友達 に追 随 して行 動 をす る

・ 言 葉遣 いや け じめ が悪 くな って しまう

これ らの児 童 の実態 を踏 まえ な が ら、学 力 向上

に 向けた 実践 的 な取組 み を展 開 したい と考 えた。

2学 級 編制 につ いて

T校 の学級編制予定 を表 にする と次の ようにな る。

(塗りつぶしは、複式学級 になる ことを示す。)

学級編制の標準では、小学校の複式学級の上限

は16人 であり、1年 生が含まれるときは8人 で

ある。T校 の場合、上限に近い人数で複式学級と

なるので、複式学級としては大所帯と言える。また、

年度毎に入学児童数が多い、少ないを繰り返すので、

年度によって①単式指導のみを経験する②3学 年

以降単式指導と複式指導を交互に経験する③3学

年以降複式指導のみを経験するという3パ ターン

の学年が出てくる。特に問題となるのは、②の学

級編成を経験する児童たちである。

複式授業では、間接指導の際に自分たちで学習

を進めていく方法や態度を身に付けさせる必要が

ある。学習資料や学習の手引きなどを与えたり、

話合い学習 ・協力学習の訓練をしたり、教育機器

の活用を図ったりして、教師が傍らを離れても、

自主的な学習ができる小集団を育てていくことが

不可欠である。そうした学び方を身に付けるのに

は時間がかかるが、この力が身についているか否

かは、授業や学びの質を大きく左右する。もし、

手本となるべき上学年児童に学習をリー ドする力

が育っていなければ、再び上学年をも含めて指導

し直さざるを得ない。それゆえ、複式授業の流れ

や間接指導時の学び方を丁寧に確実に身に付けさ

せるには、複式指導を受ける初年度の指導が大事

になってくる。

残念ながら着任時の5、6年 複式学級では、自

分たちで学習を進める力が育っておらず、間接指

導時には他学年の授業に気をとられ自分の学習が

疎かになるという負の側面が顕著であった。

3保 護者や地域の実態

T校 の保護者は学校教育への理解や協力態勢が

良く、学級PTAや 学校環境整備などPTA活 動

にも積極的に参加し、日常的に教育活動を支援し

てくれた。しかし、共働き家庭が多く、家庭で児

童の生活習慣の確立や体験活動等への誘いなどは、

まだ十分でないと感じるところもあった。また、

子どもへの接し方では、叱咤激励型のしつけを行

う保護者が多かった。若年の保護者の中には、子

どもの教育については学校任せで、やや放任的な

子育てをする家庭もあった。子どもの成長を上手

に認め、子どもの自尊心を高めるような声掛けをし、



子 育 て を通 して保 護者 自身 も 自分育 て がで き る働

きか けが 求 め られ た。

地 域 の特 性 と して 、ス ポー ツ 面へ の興 味 関心 が

高 く、保 護 者や 地 域 の方 々 の指 導 の も と、 熱心 な

スポ ー ツ少 年 団活 動 が展 開 され て いた 。た だ 、ス

ポー ツ 少年 団活 動 に 比重 がか か り過 ぎ て、 日 ごろ

の活 動や 土 日の大 会等 で 、家 庭 学習 に支 障 を来 た

して い る面 が あ っ た。 指 導 者 との連 携 を密 に し、

少年 団活動 と家 庭学 習 の両 立 を図 る必要 があ った 。

また 、文 化 的な 行事 につ いて は地 域 の協 力体 制

が し っか りして いる ので 、各 集 落で 子 ども会育 成

会が 中心 とな って 継承 されて いたが 、 少子 化 に伴

い全体 的 に低 調 にな りつつ あ った。

川 学力 向上 に 向けた 取組 みの 実際

1学 校組 織 力の 向上

リー ダー シ ッ プに つ いて 国分 康孝 氏 は、 次 の よ

うに定 義 す る 。 「リー ダ ー シ ッ プ とは 、集 団 目標

達成 のた め に各 メ ンバ ー が 連 帯感 を もち な が ら、

自分 の能 力 を フル に発 揮 で き るよ う に援 助 す る能

力 で あ る。」そ して 、 リー ダー の仕 事 と して次 の

3つ を挙 げて い る。

① 自分 が リー ダー をつ とめ て い るグル ー プ は

何 を しよ う と して いる のか 、何 の ため に この

グル ー プ は存在 して い るの か をき ちん と知 っ

て いる こ と。

② 集 団 目標 達 成 のた め に、仕 事 を分 担 す る メ

ンバ ー の役 割 を混 乱 させ な い よ うにす る 。そ

れぞ れ の役 割 に まつ わ る権 限 と責任 をは っ き

りさせ る こと。

③ メ ンバー 一 人一 人 の興 味 と能 力 と現 実条 件

が満 た され るよ う配慮 す る こと。

学校 におい て校長 は、集 団 目標(学 校教 育 目標)

とい う旗 印 を 高 く掲 げ、 職員 一 人一 人 の役 割遂 行

状況 を観 察 し、 メ ンバ ー 一 人一 人が 自分 の もつ能

力 を発揮 して 、仕 事 を通 して 個 人 的欲求 を満 た し

て い ける よ うにケ アす る ことが 求 め られ る。職 員

が 自分 の教 育活 動 に切 実 な 関 心 を持 って い れ ば 、

各 々が 自分 の考 えを 主張 し、意見 の対立 が 出 て く

る のは 当然 で あ る。意 見 のや りと りを教 職 員 の経

営参 加意 欲 の現 れ とと らえ 、積 極 的 に生か し、組

織 の活 性化 に結び つ ける よ う心 が けた。

筆 者 の着 任 時 、 県 費 負担 教 職 員10人 中半 数 の

5人 が入 れ替 わ っ た。 旧任 と新 任 の思 いの ズ レを

調 整 しなが ら、新 しい人間 関係 を構築 す る ことで、

組 織 として の ま とま りを創 り出す よ うに した。 そ

して、組織 力 を高 めるため に、 「共通 目標の意識化 」

「協働 」 「コミュニケー シ ョン」 の3点 か らア プロー

チ した 。

(1)共 通 目標 の意識 化

学 校 教育 目標 は、 年度 当初 の職員 会 議 にお い

て確 認 され る。校 長 は 「学 力向 上 がT校 の一 番

の教 育 課題 で あ る」 と明確 に示 し、そ の課 題解

決 に向 け た動 き を作 る こ とが求 め られ た。 具体

策 につ い て は経営 方 針説 明 の 中で 一通 り説 明 す

る が、2時 間 程度 の職 員 会議 で 詳細 を周知 させ

る ことは で きな い。 ま た、教 職 員 に とって も学

校教 育 目標 が どのよ うに 日々 の 自分 の学級 経 営

や校 務 分掌 の 遂行 につな が って い くのか を意 識

す る こ とは難 しい。 そ こで 、4月 当初 は職 員 朝

会や 職 員研 修 の場 で 、学 校教 育 目標 か ら学 級 経

営や 個 々 の校務 へ 具体 化 して い く道 筋 を 「校 長

室 だ よ り」 等 で 指 導 した。 「学校 教 育 目標 → 学

級経 営 →子 ど もの具体 的な姿 」 ま でが1本 の 線

としてつ なが る ことを意識 させ た。 教職 員 には、

各学 級 で教 育 実践 を展 開 した り、分 掌 事務 を遂

行 した りす る際 に、 自分 が 「何 の ため に」 や っ

て い るの か とい う 目的 を明確 に し、そ れ を果 た

す ため に 「何 を 、 いつ まで に、 どの よ うなで き

ば えで 、 どの 程度 達 成す るか」 を は っき り意 識

した動 き を作 らせ た い と考 えた 。 月 ご との 『教

育経 営 』や 『○学 期 の スタ ー トに 当た って 』 な

どを定 期 的 に発 行 して、 学校 教 育 目標 と 日々 の

教育 実践 との連動 を意 識 させた 。

(2)協 働

着任 時 高 学 年2学 年 合 わ せ て15人 の複 式 学

級 で あっ た。 児童 は 前 々年度 同 じ学 年 の組 み 合

わせ で 複式 を経験 して いた が、 複 式授 業 の学 び

方 が身 に付 いてお らず授 業 が成 り立 た な い状 態

だ った。そ こで可能 な限 り単式 指導 を取 り入 れ、

教科 によって複数 での指導態 勢 を作 り担任 をフォ

ロー して い く こと に した。学 校 全体 の問題 と し

て全 職 員 で解 決策 を話 し合 いそ の結 果 、空 き 時

間 の ある教 員 が主 要 教科 につ いて調 整 して 入 る



こ とで 、 単式 で の授 業 が可 能 な状 態 を作 り出す

こ とが で き た。 他 の教職 員 が 、5、6年 のバ ッ

クア ップ を快 く引 き受 けた の は、 児童 の 実態 を

共有 し、 誰 もが 自分 の こと と して考 えた か らで

あ り、組 織体 の一 員 と して の 自覚 か らであ った。

(3)コ ミュニ ケー シ ョン

組織 を活 性 化 す る には職 員 間 の コミ ュニ ケー

シ ョンが大事 である。職 員間で コ ミュニ ケーシ ョ

ンが成 り立 たな けれ ば、各 自が ば らば らに動 く

こ と にな り、大 きな 成果 は望 めな い。 「自 由 に

ものが 言 え る雰 囲気 」や 「お互 いの考 え を尊 重

す る態 度 」 を育 て る必要 が あ った 。風 通 しのよ

い職 場 を つ くるた め に 、職 員 個 々の 話 を聴 き 、

本 音 を引 き 出 し、互 いの思 い を語 る時 間 や場 を

意識 して 持つ よ うに した。 そ うした ことを積 み

上 げることで、 「多面 的に検 討す る態度」 「異質性 、

多様 性 を尊重 す る」 職員 関 係 を創 り出 して い き

た い と考 え た。

職 員 の 半数 が 変わ ったた め 、 いろ い ろな情 報

交換 の時 間が 必 要 だ ったが 、勤 務 時 間内 で はな

か なか 設 定で き なか った。 そ こで 教務 主 任が 中

心 とな り、放 課後 に 自主的 な職 員 連絡 会 を定 期

的 に 開よ うにな っ た。 生活 指導 で 全校 的 な指 導

をす る とき 、生徒指 導上 の 問題が 起 こった とき 、

学校 行 事 の細 か な確 認 をす る ときな ど、 互 いの

情 報 を共 有 し解 決策 を練 った りす る 際 に この連

絡 会 は大 変貴 重 な時 間 とな っ た。 コ ミ ュニ ケー

シ ョン を密 にす る こ とで、 指導 の足並 み がそ ろ

い指 導効 果 が上 が って いった 。

2基 礎 学力 定着 に向 けた取 組 の実 際

(1)学 習 の しつ けの徹 底

学習 の しつ けは 、子 どもた ち に安全 に、秩 序

正 し く、効 率 的 、 自主 的、 効果 的 に学 ばせ るた

め の基盤 で ある。 「基本 の き」 「で きて 当た り前」

の ことで あ る に もか か わ らず 、学 習 の しつ け を

いい加 減 に して しま う と、 授 業が 授業 と して成

り立 た な くな って しま う。

鹿児 島 市立 田上小 学校 で は 学習 の しつ け を身

に付 けさせ るた め に

1全 職 員 の共通 理解 、 共通 実践 を図 る。

2習 慣 化 され る まで繰 り返 し指導 す る。

3学 年 の発 達段 階 を考 慮 す る。

4具 体 的な 学習 の場 にお いて体 験 させ る。

とい うことを基本 に して いる。T校 で も年度 当初、

次 の よ うな項 目を学 習 の しつ け と して確 認 して指

導 に 当た らせた 。

全 教 職が 同 じ立 ち位 置 で指 導 す る。 ど この 教

室 に どの教 師が 入 って も同 じ言 葉か けで指 導 し、

指導 の徹底 を図って い く ことが 基本 で ある。"し

つ けは し続 ける こ と"と いわ れ る。 望 ま しい 学

習態 度 と して 形成 され る まで繰 り返 した。

(2)基 礎的 基本 的な 知識 技能 の習 得

授 業参 観 を通 して 上学 年 の基 礎 的基 本的 な 知

識技能 の力が弱 い ことが分か った。 いわゆ る 「積

み残 し」 た ままで 進級 し、手 当が施 されな い ま

ま の状 態で きて いた よ うで あ った。 特 に算 数科

は顕 著 で あ った。3年 生 まで に完全 に習得 して

お くべ き 、繰 り上 が りの足 し算 、繰 り下が りの

引 き算 、か け算 、 わ り算 な ど基 礎 的な 計算 技 能

が鍛 え られ て いな い た め、教 師 の思 うよ う に授

業が 進 まず 、 時間 内 に終 わ らな い状 況 が多 々見

受 け られ た。そ こで 教育課 程 の 日課 表 を見 直 し、

業 間 の時 間 に補 充 的 な学 習 をす る 時 間(「 基礎

基本 タイ ム 」)を 設 定 して 、 反復 練 習 に取 り組

ませた。計算技能 を確実 に習 得させさせるため に、

あ え て全 校 で 取 り組 む こ と に した 。職 員 か ら、

学期 ご とに全校 で 計算 力大会 を開 こう とい うア

イデ ィア も生 まれ 、 小規 模校 だ か らこそで き る

教育 活動 として定 着 して いった 。

そ の他 、 「読 む(暗 唱 ・読 書)力 」 「漢 字 力 」

の育 成な ど焦 点化 した活 動 に取 り組 ませ た。

また 、家 庭学 習 の定 着 につ いて は、 学校 全体



で全 家庭 に協 力 を呼 びか けて い くよ うに した。

(3)多 用 な学 び を促 進す る授 業 づ く り

(2)の 取 組 み と並行 しな が ら、2年 目か らは、

地 区 の研究 指 定 を受 け 、全 職員 で子 ど もた ち一

人 一人 に確 実 な 学 力 をつ ける ため の多 用 な授 業

づ く りを模 索 した。研 修 係 が 中心 とな って計 画

的 な校 内研 修 を行 い 、 「授 業 力 向 上 」 に対 す る

意識 を高 めた 。研 究 面 で は、算 数科 を 中心 と し

た 学習 指 導 の工夫 につ いて研 究 を進 め、 家庭 学

習 と連 動す る授 業 のあ り方 や集 団 の学 び 合 い を

活性 化 し、思 考 力 ・判 断力 ・表 現 力 の育 成 を 目

指す 授 業 づ く りに取 り組 ん だ 。 どの子 ど もも活

躍 で きる授 業 を 日常 的 に積 み 上 げて い く ことが

学 力向 上 には不可 欠 で ある。

3保 護者 ・地 域 と連携 す る学校 づ く り

学校 ・家 庭 ・地 域そ れぞ れ が本 来 の教 育機 能 を

発 揮 し、適 切 な役割 分 担 を果 た しつ つ 、全体 と し

てバ ランス の とれ た教 育 が行 わ れ る ことが 児童 の

学 力 向上 につ なが る。

(1)自 尊感 情 ・自己肯定 感 の育成

心 の育成 は、 学級 の 人間 関係 にかか わ る ので

小規 模校 で は学力 問題 に も大 きな影 響 を与 える。

児 童 を観察 す る と心 の課 題 も見 えて きた。

・ 感受性は豊かだが,恥 ずかしが りで傷つき易い
・ 自分に対する誇 りや自信がない

・ 互いのよさを取 り入れ られない

・ 自分を見つめる心が弱い

・ 相手を思いやる心がやや足りない

・ 郷土愛,愛 校心の育成が必要である
・ 視野が狭 くなりがちで,外 に向けていく必要がある

小規 模校 で は 人 間関係 が 限 られ て しまい、 な

れ合 いや序列意識が 固定化 して しまうことが ある。

そ うした 負 の側 面が 授業 に も顕 在化 す る と全 体

が マイ ナ ス方 向 に導 かれ しま い、 認 め合 い高 め

合 う学び の集 団は なかな か創 り出せ な い。 また、

負 の側面 ばか りが 上級生 か ら下級 生へつ なが り、

な かな か改 善で きな い状況 も垣 間見 え て いた。

そ こで 、家 庭や 地 域 と連 携 を密 に して 豊か な

心 の育 成 に取 り組 んだ。 特 に 、PTA等 の会 合

で は、 自尊 感 情 ・自己肯 定 感 の育 成 につ いて 語

るよ うに した。

【PTA総 会配付資料】

1子 どもの話に耳を傾ける

○ 落ち着いた環境 圧迫感のない距離 時間とリラッ

クスの確保 傾聴

2子 どもの自尊感情 ・発達 という視点をもっ

○ わが子のよいところを見つけて認めてあげること

○ 子ども自身が将来を考えられるようにサポー トする

のが,本 来の大人の役目

3お 父さんお母 さんが自己を肯定する

○ 親が独 りで抱え込まないこと,無 理せず自分の気持

ちにゆとりを持つ

4親 の期待を押しつけず,子 どもを肯定的に受け止める

0子 どもの主体性を尊重すること

○ 子どもを認めてあげること

○ 大切なことは,親 が子どもの悩みを解決 してあげる

ことではなく,子 どもが自分で解決できるカをつけさ

せてあげること

(2)基 本的 生活 習慣 の確 立 に向 けた働 きか け

全 国学 力 ・学 習状 況 調 査 結 果 で は、 「朝 食 を

毎 日食 べ る」 「毎 日、 同 じぐ らいの 時刻 に寝 る」

な どの基 本 的な 生活 習 慣 が確 立 して い る児 童 ・

生徒 ほ ど、 教科 の正答 率 が高 い傾 向が見 られ る

と報 告 されて い る。

T校 で も、基 本 的 な生活 習 慣 につ いて、 特定

の児 童 がな か なか 確立 で き なか っ た り、長 期休

業期 間 中に乱れ た りす る傾 向が あ った。そ こで 、

これ まで継 続 的 に行 って き た生活 習 慣 の調 査結

果 を資料 化 した り、PTA研 修 会 に医療 や 児 童

相 談 の 専 門家 を招 い て講演 して も らった りして

保 護 者 の啓 発 を図 っ た。 そ の結果 、児 童 の生活

リズ ムが 整 い学習 に もい い影 響 が 出て きた。

(3)教 育活 動の広 報 、地域 の情 報 収集

学校 は 、 自 らをで き るだけ 開かれ た もの と し、

教 育活 動の現状 につ いて情報提供 をす る とともに、

保 護 者や 地 域 、関 係機 関 の意 見 を十 分 に 聞 くな

どの努 力 を払 う必要 が ある。特 に小規 模校 で は、

学校 の様 子 を知 らせ るた め に地 域瓦 版 的な 要 素

を含 め た学 校便 りを作 成 し、校 区全 戸 へ配 布す

る な ど して 、"学 校 の今 ・地 域 の今"を 知 っ て

も らうよ う努 力 して い る と ころが多 い。T校 で

は加 え て、 学校 の教育 活 動 を撮 っ た写真 や ビデ

オ映 像 を学 期 ごとに学 校 紹介 ビデ オ に して 保護

者 に視聴 して も らっ た。 ま た、 各集 落 の会 合 な

どで も地 域 の方 々 に見 て い ただ き 、学校 の教育

活 動 への理解 と関心 を高 めて も らうよ うに した。

日 ごろ 学校 に足 を運ぶ 機 会 のな い方 々 に映 像 の

力 を借 りて 紹介 す る ことは 、生 の学 校 を知 っ て



も ら うよい方 法 で あ り、 こう した こ とを とお し

て学 力 向上 を下 支 えす る家 庭 ・地 域 との関 係が

築 かれ て い くと考 える。

IV成 果

諸 学 力調査 か ら児童 の変 容 を述べ る。(表4)

児童 は、5年 生で 「基礎 ・基本 」定着度 調査(現

在 は鹿 児 島定 着度 調 査)を 、年 度 が変 わ って4月

に 全 国学 力 ・学 習状 況 調 査 を受 け る。 表4で は 、

平 成23年 度 に 「基 礎 ・基 本 」定 着 度 調 査 を受 け

た 児 童 と、 平 成24年 度 全 国 学 力 ・学 習 状 況調 査

を受 けた 児童 が 同一集 団 とな る。

定着 度 調 査 で は 、平 成22年 度 は4教 科 いず れ

も県 平均 を大 き く下 回 って いた が 、24・25年 度

になる と県 を大 き く上回るようにな った。全 国学力 ・

学 習 状 況調 査 で も 同様 の こ とが い え る。 平 成22

年度 「基礎 ・基 本」 定着 度調 査 を受 け た児童 らは、

筆者 着任 時 の6年 生 で あ る。彼 らにつ いて は 進学

先 の 中学校 で 入学 当初 に あった 全 国標 準学 力検 査

(NRT)の 結果 か ら伸び が と らえ られ た。

Vお わ りに

この3年 間 でT校 の児 童 の学 力 は大 き く伸 長 し

た と いえ る。子 ど もた ち、保 護 者 、教 職員 の それ

ぞ れが 努 力 した成 果 で あ る。 しか し、 学習 適応 検

査(AAI)結 果 〈25年5月 実 施〉 か らは新 た な

課題 も浮 か び上 が って い る。

この グ ラフか ら児 童 に今 後 意識 させ る学習 の要

因 と して 「10メ タ認知(ふ り返 る力)」 「1学

習 意 欲 」 「2計 画 性 」 な どが 挙 げ られ る。 日々

の学 習 でや る気 を引 き出す 場 づ く りを工 夫 し、 計

画 的 に見 通 しを もって 取 り組 ませ 、 友達 と学び 合

いな が ら自分 の学 び の足 跡(成 長)を 確 実 に振 り

返 らせ て い くな どの授 業改 善 を して い く こ とが さ

らな る学 力 向上 につな が る と考 え られ る。 へ き地

小規 模校 だ か らこそ、 真 に"自 ら学 ぶ 力"を 育 て

る こ とが求 め られ て いる といえ る。

この3年 間 は、不 十 分 で あっ た数 値 的な 学 力 を

引 き上 げよ うと、 学校 、 家庭 、地 域 が一 体 とな っ

て努 力 した 足跡 とい える 。へ き地 小 規模 校 で ある

が ゆえ に教 育活 動 に様 々 な制 約が ある こ とは否 め

な い。 しか し、そ れ を理 由 に教育 に格差 が あ って

はな らな い。そ して、 子 どもた ちの 将来 につな が

る主体 的な 学 びの 力 を育 て るの は、 少 人数 の よ さ

を活 か しな が ら、 目の前 の子 ども一 人一 人 の望 ま

しい成長 を願 って 日々努 力 を積 み重 ね る教職 員 の

情 熱 であ る と確 信す る。
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